
期　日：２０１０年２月１３日（土）～１４日（日）

対　象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他
定　員：１５０名（満員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講料：１２,０００円　(税込み、昼食は各自でお取り願います)　
会　場：明治安田こころの健康財団　２階講義室（東京都豊島区高田３－１９－１０）

ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約７分（詳細地図は受講証に記載します）
主　催：財団法人　明治安田こころの健康財団　　　（ＴＥＬ：03-3986-7021）　　　


プログラム

	日程
	時   間
	テーマ  および  講師（敬称略）

	2月
13日

（土）
	9:3O-10:30
	赤ちゃんに乾杯！：乳幼児精神保健の新しい人間学的視点
渡辺　久子（慶應義塾大学専任講師　医学部小児科学）

	
	10:40-12:10
	乳幼児の間主観的世界　　
丸田　俊彦（メイヨ・クリニック医科大学名誉教授）

	
	13:10-15:00
	周産期からはじまる育児支援：デベロップメンタルケアの日本での実践　
大城　昌平（聖隷クリストファー大学大学院教授）

	
	15:10-16:40
	第11回　世界乳幼児精神保健学会世界大会での主要講演の紹介　＜写真・DVD等を利用して＞

（スターン、トレバーサンほか）　渡辺　久子（前掲）

	2月
14日

（日）
	9:30-11:00
	「甘え」シンポジウム：土居健郎先生の「甘え」理論と発達障がいの育児支援
　　　　　　　　　　          　渡辺　久子（前掲）

	
	11:10-12:40
	乳幼児のこころの発達と「甘え」の理論　　
古澤　賴雄（非営利法人「輪の会」顧問）　　　　　　

	
	13:40-15:10
	土居健郎先生の「甘え」の理論とその臨床的意義
小倉　清（クリニックおぐら院長）

	
	15:20-16:50
	「甘え」の本質と意義：講師陣と参加者の討論　
司会　渡辺　久子（前掲）、川畑　友二（クリニック川畑院長）


※　講義テーマ、プログラム等に一部変更がある場合があります。ご了承願います。
赤ちゃんに乾杯！：生きたこころをはぐくむ関係性の世界


― 乳幼児精神保健の新しい動向 ―





「赤ちゃんに乾杯！：赤ちゃん、家族、文化」のテーマで、アジア初の第11回世界乳幼児精神保健学会世界大会が開かれてから１年半が経ちました。全国の大会参加者から、世界の専門家のオープンで真摯な姿勢に出逢い、自分を謙虚にふりかえり勇気が湧いてくるとのフィードバックが寄せられています。新しい時代の臨床現場（育児支援、母子保健、周産期・新生児看護医療、乳幼児保育、児童福祉・虐待対応、障害児療育など）では、多様化する日本の家族への適確な理解と対応が共通課題です。最善のケアに必要なのは、生きた信頼関係を結びつつ、親子関係のおりなす明暗の本質をとらえ、かかわる、感性とスキルです。これは難病や認知症などの困難な問題への全人的ケアにもつながります。


本講座では、高い志を持って世界の本場で学び、帰国して地道に日本の臨床に尽くす先生方から講演を賜ります。国際的視野と洞察に富む講師の生きた言葉から、豊かな示唆が期待されます。乳幼児精神保健の基礎理論（間主観性理論）、基礎研修（乳幼児観察、デベロプメンタルケア）について学び、さらに世界的に再評価の進む故土居健郎先生の「甘え」の理論の理解を深めたいと思います。 （ 渡辺 久子　慶應義塾大学専任講師 医学部小児科学 ）
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